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要旨 
ウエアラブルPETは、非侵襲的に動脈血液中の放射能を計測し、脳血流量などの生理学的に重要な指標を、
無侵襲で計測するためのツールとして期待される。 
本年度は、ウエアラブルPETの定量性評価用に「腕血管ファントム」を作製した。さらに、高分解能の小動物
用PET装置INVEONによる腕血管ファントムの撮像実験を実施し、評価を行った。PETの画質等の性能評価では、
放射性同位元素（RI）を封入したファントムが用いられる。人体ファントムや小動物用PET性能評価ファン
トムは統一規格が存在するが、腕や血管のファントムは製作報告がなく、統一規格は存在しない。そのため、
ウエアラブルPETの性能評価のため、腕血管ファントムを製作した。腕血管ファントムは、橈骨動脈（2mm
径）、尺骨動脈（3mm径）、筋肉、骨の4領域に分けられる。動脈部分と筋肉部分は異なる濃度のRI溶液を
封入することが可能である。放射線のファントムへの吸収を避けるため、ファントム本体はアクリル樹脂で
作製した。腕血管ファントムの試験として、小動物用PET装置・INVEONによる撮像実験を実施した。INV
EONはマウス等の小動物を対象としたPET装置であり、FWHM=1.6mmという高い空間分解能を有すること
から、ウエアラブルPETの比較対象として妥当であると思われる。 
 INVEONの撮像により、腕血管ファントムの血管部分と筋肉部分の描出されていることを確認した。この
ことから、腕血管ファントムがウエラブルPETの性能評価に使用可能であることが示唆された。 
 
 
 
Ａ．研究目的 
本研究のゴールは、試作されたPET装置を用いて臨床試験を実施し、薬事申請につなげることである。 
本年度は、ウエアラブルPETの定量性評価用に「腕血管ファントム」を作製した。さらに、高分解能の小動物
用PET装置INVEONによる腕血管ファントムの撮像実験を実施し、評価を行った。前腕を模した腕血管ファント
ムを設計し、伊藤樹脂製作所に製作を依頼した。腕血管ファントムの試験として、小動物用PET装置・  
 INVEONによる撮像実験を実施した。血管部分に32kBq/ml、筋肉部分に8kBq/mlの18F-FDGを封入し、8
時間のPET撮像を行った。2D-FBP法により画像を再構成し、画像解析ソフトPMODにて解析を行った。 
 
 
 
Ｂ．研究方法 
前腕を模した腕血管ファントムを設計し、伊藤樹脂製作所に製作を依頼した。 
腕血管ファントムの試験として、小動物用PET装置・INVEONによる撮像実験を実施した。 
血管部分に32kBq/ml、筋肉部分に8kBq/mlの18F-FDGを封入し、8時間のPET撮像を行った。2D-FBP法に
より画像を再構成し、画像解析ソフトPMODにて解析を行った。 
 
 
Ｃ．研究結果  
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平成26年度に、開発したウエアラブルPET装置のファントムでの評価を一通り終えることを目標とする。 
平成27年度は、O-15ガス吸入法における脳血流測定検査において、実際の動脈採血データと開発、PET装置に
よる非侵襲的動脈血液中RI濃度測定によるデータを直接比較し、開発PET装置の安全性、有効性の評価を行う
予定でいる。 
 
Ｅ．結論 
 
性能評価用のファントムとして、腕血管ファントムの有用性が示された一方、高分解能である小動物用PET
でも放射能が過小評価されることが確認された。この結果は、2~3mm径の血管に分布する血液の放射能を評価
するためには、小動物用PET以上の空間分解能が要求されることを示唆している。今後、放射能の定量的評価
を行い、ウエアラブルPETに必要な感度および空間分解能の推定を行う予定である。 
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